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〔2〕　ガ　ラ　ス

一板ガラスの襲達と生活一

生産按術史研究室

第i圖一de　Nehouの方法
　による櫨とその簾造の圃

　　　（17－18世楽己）

第2圖．－17世紀のオラン
　ダの家庭風俗董．小さく
　害liられ・た窓ガラスを三委し

　て朔るい光かさしている．

第3圃一Bid・er・ux法（第1次

　大戦後）による櫨とその鋳渚

　第1圖のと同じプロセスを大

　規模に機械化したものである

’

　ガラスの獲明は非常に遠い昔のこ

とである．その年代は確定されてい

ないが猛U）1された場所は，地中海東

部の砂漠地幣シリヤだつたと．いわn

ている．その技術がB．C．1500年頃

、・塒最高の交明國；ジプ1・rcPtえら

れたということが＝ジプトの文献に

よつて知られている．常時のガラス

は1種の寅石ないしは貴重な装飾的

容器としてであつて，まだ板ガラPt

つまり建築に用いられるガラスはな

かつた．板ガラスが作ちれるように

なつたのは，キリスト紀元初頭の口

＿マ時代であつた．・一マ帝國｝ま常

時の西洋世界の隅々から富を集中し

てきわめて隆盛であつた・エジプト

のアレキサンド11ヤに傳えられて》・

たがラス技術は，その技術者ととも

に。一マにもたらさ・tLて9F常に螢展

することとなつた．ローマ人の豪華

な記念的公共建築や貴族の邸宅の窓

には板ガラスが用いられた・ボムペ

イで農掘された板ガラスには3’8”

xX8，tの大きEのさえあるといわれ

る．ローマのガラスの化學成分は，

シリカ69，ソーダ17，石灰とマグ

ネシァ11，アルミナ，酸化鐵湘よ

び酸化マンガン　3の比寧のものが

多かった　（Glass　in　Ardhitecture

and　Decoration，1937．　K：よる）．ロ

ーマ帝國の没落後の敷世紀は諸文iyj

の低下、いわゆる暗黒時代とともに

ガラス製邉の技術も褻え，修道院の

近くの森林地糟に細々と維持されて

　いた．やがて11，12」3，世紀に至り

PtWis’reilt會が繁榮してくるにつれ

て，ガラス製造も回復してくる．ヴ

　エネチァのガラス器，フランス．」ヒ部

　のスティンド・グラス〔教會建築の

　窓）が特に優秀であつた・勿論當時

　はまだガラスはきわめて高便で．同

　じ重さの銀の贋値に匹敵したといわ

　れる．h’ラス製遣職人はギルドをっ

　くり，その製法は大低父子相傳の秘

法であつた．’レネツサンX期に至V

　営時の冨強國ルイ王朝下のフランス

では，官邸建築の窓ガラスや貴族の

　属車の窓ガラスなどの大鑑の需要に

慮えるために，國家保護の下にガラ

　ス製造工業の育成が行わ才レた．その

　技術指ig　v）　［i，1心人物はDe　Nehouで

　あη，彼は1691年に板ガラス躊造

　の技術t完成した．ガラス製造業は

それまでの封建的ギルド的段階から

wニュ7アクチュア的段階へと進み

ヨーロッパの各國で盛に行わhるよ

うになつた．イギリスのManselに

よつてガラス燈の燃料が從來の木炭

から石炭に切切かえられたが，それ

はガラス製造の大規模化の道を開く

ものであつた．そのころから都市の

市民の他宅の窓にはガラスが使われ

るようになつた．これはヨー一ロッパ
　　　　　　　，の長い冬の室内生活を明るく樂しい

ものにした．それまでは冨裕な市民

の住宅でも，窓には木製の鎧戸，油

紙やモスIJンなどが用暁られていた

のである．それでもはじめは窓ガラ

スは取外しの利くようにして，移尊

の時持つて行く程貴重な物であつた

だから貧しい民衆にはなかなか縁の

遠いものであった．19世紀．にはイギ

リスを先頭とする産業革命の中でが

ラス技衛の工業化が進めらin・tそう

した中から1851年には総ガラx張

の亘大な記念建造物，水品宮（ロン

ドン）が造られ，鐵，　コンクリート

ガラスの建築といわれる近代建築の

成立史上の一紀元を劃した．2G世紀

に入るとFourcaurt法等の連綬生

産方法力磯明さtv，がラス製造技術

の機械化が一暦進みガラスの生産量

が楚躍的に矯大した・その結果壁而

の殆ど大部分がガラス張の明るい近

代的なオフィス建築や工揚建築等が

綾々設計されるようになつた．こう

　した獲展は當然ガラスの贋格を低．ド

　させその結果として，暗くじめじめ

　していた民衆の住宅にもガラスがど

　しどし用いられるようになつてきた

　　こうして敷予年の歴史をもつてガ

　ラス技術は多敷の人々の努力を積み

重ねて獲淫しつっ，それとともに建

築はだんだんと明るく快的なものに

なつてきた．はじめは特殊な記念建

築や富裕な階級の人々の住宅から，

　やがてそれが一般の民衆の建築へと

　．，．．．，．．．．技術の褒達によつてもたら

　さ．tLる人間生活の上昇と横大の過程

　はガラスの揚合典型的に明るい性格

　を示している．

　　目本古代におけるガラ7・の鍮入．は

　静岡市登呂遺跡から出土した斐身用

　としてのガラス玉とか，正倉院に保

　存せられたガラス杯に知られてい
　るが，板ガラスの生産は明治：f・7年

　（1904年1商品化されたのが始めで

　ある．　　　　　　’


